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iFree レバレッジ
NASDAQ100

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／海外／株式／特殊型（ブル・ベア型）
信託期間 無期限

運用方針
日々の基準価額の値動きが NASDAQ100指数
（米ドルベース）の値動きの ２ 倍程度となる
ことをめざして運用を行ないます。

主要投資
対 象

ベビーファンド

米国の株価指数先物取引、米
国の債券、わが国の債券およ
びダイワ・マネーストック・
マザーファンド（以下「マ
ザーファンド」といいます。）
の受益証券

ダイワ・マネー
ス ト ッ ク・
マザーファンド

円建ての債券

組入制限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率 純資産総額の10％以下

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、信託財産の成長に資することを目的に、
配当等収益の中から基準価額の水準等を勘案
して分配金額を決定します。ただし、配当等
収益が少額の場合には、分配を行なわないこ
とがあります。

受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申

し上げます。
当ファンドは、日々の基準価額の値動き

が NASDAQ100指数（米ドルベース）の値
動きの ２ 倍程度となることをめざしておりま
す。当作成期につきましてもそれに沿った運
用を行ないました。ここに、運用状況をご報
告申し上げます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

運用報告書（全体版）
第 2 期

（決算日　2020年10月19日）
（作成対象期間　2019年10月19日～2020年10月19日）

◇TUZ0337720201019◇



iFree レバレッジ NASDAQ100

決　　算　　期
基 準 価 額 NASDAQ100指数

（米ドルベース） 株式組入
比　　率

株式先物
比　　率

公 社 債
組入比率

純資産
総　額

（分配落） 税込み
分配金

期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円

1 期末（２019年10月18日） 11, 663 0 16. 6 11, 161 11. 6 ― 198. 3 31. 1 5２3 
２ 期末（２0２0年10月19日） ２3, 056 0 97. 7 16, 655 49. ２ ― ２0２. ２ 6. 4 3２, 193

（注 1 ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ２ ） NASDAQ100指数（米ドルベース）は、NASDAQ100指数（米ドルベース）の原データをもとに、当ファンド設定日を10, 000として大和ア

セットマネジメントが計算したものです。
（注 3 ）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 4 ）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 5 ）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 6 ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
（注 7 ）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

設定以来の運用実績

当ファンドは、Nasdaq, Inc. またはその関連会社（以下、Nasdaq, Inc. およびその関連会社を「株式会社」と総称します。）によっ
て、支援、推奨、販売または販売促進されるものではありません。株式会社は、ファンドの合法性もしくは適合性について、または
当ファンドに関する記述および開示の正確性もしくは妥当性について認定するものではありません。株式会社は、当ファンドの保有
者または公衆一般のいかなる者に対しても、一般的な証券投資または特に当ファンドへの投資についての妥当性や、NASDAQ-100 
Index の一般的な株式市況への追随可能性について、明示的か黙示的かを問わず、何らの表明もしくは保証も行ないません。株式会
社と大和アセットマネジメント株式会社との関係は、Nasdaq® および NASDAQ-100 Index の登録商標ならびに株式会社の一定の
商号について使用を許諾すること、ならびに、大和アセットマネジメント株式会社または当ファンドとは無関係に、ナスダックが決
定、構築および算出を行なう NASDAQ-100 Index の使用を許諾することに限られます。ナスダックは、NASDAQ-100 Index の決
定、構築および計算に関し、大和アセットマネジメント株式会社または当ファンドの保有者の要望を考慮する義務を負いません。株
式会社は、当ファンドの発行に関してその時期、価格もしくはその数量の決定について、または当ファンドを換金する際の算式の
決定もしくは計算についての責任を負っておらず、また関与をしていません。株式会社は、NASDAQ-100 Index とそれに含まれる
データの正確性および中断されない算出を保証しません。株式会社は、NASDAQ-100 Index またはそれに含まれるデータの利用に
より、大和アセットマネジメント株式会社、当ファンドの保有者またはその他いかなる者もしくは組織に生じた結果についても、
明示的か黙示的かを問わず、何らの保証も行ないません。株式会社は、明示的か黙示的かを問わず、何らの保証も行なわず、かつ
NASDAQ-100 Index® またはそれに含まれるデータの利用に関する、特定の目的または利用のための市場商品性または適合性につ
いては、いかなる保証についても明示的に否認します。上記に限らず、いかなる場合においても、株式会社は、いかなる逸失利益ま
たは特別、付随的、懲罰的、間接的もしくは派生的損害や損失について、たとえもし当該損害等の可能性につき通知されていたとし
ても、何らの責任も負いません。
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■基準価額・騰落率
期　首：11, 663円
期　末：23, 056円（分配金 0円）
騰落率：97. 7％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
日々の基準価額の値動きがNASDAQ100指数（米ドルベース）の値動きの 2倍程度となること
をめざした運用を行った結果、米国株式市況が上昇したことにより、基準価額は上昇しました。く
わしくは「投資環境について」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

流　用

＊�分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊�分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
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iFree レバレッジ NASDAQ100

年　　月　　日
基　準　価　額 NASDAQ100指数

（米ドルベース） 株式組入
比　　率

株式先物
比　　率

公 社 債
組入比率

騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率
円 ％ ％ ％ ％ ％

（期首）２019年10月18日 11, 663 ― 11, 161 ― ― 198. 3 31. 1
10月末 1２, 1２4 4. 0 11, 359 1. 8 ― 196. 9 3２. 4
11月末 13, 15２ 1２. 8 11, 867 6. 3 ― 197. 4 ２9. 1
1２月末 14, 068 ２0. 6 1２, 3２6 10. 4 ― ２0２. 6 18. 8

２0２0年 1 月末 15, 447 3２. 4 1２, 839 15. 0 ― 197. 8 8. 7
２ 月末 1２, 737 9. ２ 11, 856 6. ２ ― ２04. 0 7. 0
3 月末 10, 719 △ 8. 1 11, 086 △ 0. 7 ― ２00. 1 5. ２
4 月末 13, 963 19. 7 1２, 6２3 13. 1 ― 199. 3 3. 3
5 月末 15, ２63 30. 9 13, ２33 18. 6 ― 198. 6 ２. 1
6 月末 16, 88２ 44. 7 13, 998 ２5. 4 ― 194. 8 6. 7
7 月末 19, 649 68. 5 15, 058 34. 9 ― 199. 3 4. 6
8 月末 ２4, 130 106. 9 16, 857 51. 0 ― ２06. 9 ２. 6
9 月末 ２1, 386 83. 4 15, 91２ 4２. 6 ― ２0２. 8 7. 0

（期末）２0２0年10月19日 ２3, 056 97. 7 16, 655 49. ２ ― ２0２. ２ 6. 4
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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■米国株式市況
米国株式市場は上昇しました。
米国株式市場は、当作成期首より、米中通商協議の再開や米国が対中追加関税の税率引き上げ期
限の延期を発表したことなどを好感して、上昇基調となりました。しかし2020年 2 月以降は、新型
コロナウイルスの感染拡大を受けて世界的なリスク回避ムードとなったことから、株価は下落しま
した。 3月からは、米国においても新型コロナウイルスの感染拡大が目立ち始め、複数州で緊急事
態宣言や外出禁止令等が発出されたことで懸念が一気に高まりました。 4月以降は、米国における
新型コロナウイルスの新規感染者数が減少したことやワクチン開発への期待が高まったこと、中央
銀行の緩和的政策の長期化期待などが支えとなり、株価は上昇しました。当作成期末にかけては、
これまでの株価上昇による高値警戒感に加え、追加経済対策の議論が停滞したことや、欧州におい
て新型コロナウイルスの感染再拡大により一部で行動制限を再び強める動きが発生したことへの警
戒感もあり、株価は軟調に推移しました。

投資環境について （2019. 10. 19 ～ 2020. 10. 19）

流　用

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
当ファンドの運用方針に基づき、主として、米国の債券、わが国の債券およびダイワ・マネース
トック・マザーファンドの受益証券に投資するとともに、株式の組入総額と株価指数先物取引の買
建玉の時価総額の合計額が、原則として、信託財産の純資産総額の 2倍程度になるように調整する
ことにより、日々の基準価額の値動きがNASDAQ100指数（米ドルベース）の値動きの 2倍程度
となることをめざします。
また、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行います。

■ダイワ・マネーストック・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。

5
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■当ファンド
米国の株価指数先物取引の買建玉の時価総額が、信託財産の純資産総額の 2倍程度となるよう調
整しました。米国の短期国債（T-BILL）およびダイワ・マネーストック・マザーファンドの受益
証券への投資も行いました。また、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行いました。
米国の株価指数先物取引については、E-mini�NASDAQ100種株価指数先物取引を利用しまし
た。米国の株式への直接投資は行っておりません。
■ダイワ・マネーストック・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行いました。

ポートフォリオについて （2019. 10. 19 ～ 2020. 10. 19）

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

（％）
120. 0
100. 0
80. 0
60. 0
40. 0
20. 0
0. 0

当　期
（2019. 10. 18～2020. 10. 19）

基準価額
NASDAQ100指数
（米ドルベース）

ベンチマークとの差異について

流　用

6
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■当ファンド
当ファンドの運用方針に基づき、主として、米国の債券、わが国の債券およびダイワ・マネース
トック・マザーファンドの受益証券に投資するとともに、株式の組入総額と株価指数先物取引の買
建玉の時価総額の合計額が、原則として、信託財産の純資産総額の 2倍程度になるように調整する
ことにより、日々の基準価額の値動きがNASDAQ100指数（米ドルベース）の値動きの 2倍程度
となることをめざします。
また、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行います。

■ダイワ・マネーストック・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。

今後の運用方針

流　用

当作成期は、経費控除後の配当等収益が少額であったため、収益分配を見送らせていただきまし
た。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2019年10月19日
～2020年10月19日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―��

翌期繰越分配対象額 （円） 13, 055�
（注 1）�「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2）�円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3）�当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

分配金について

7
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1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2019. 10. 19～2020. 10. 19） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬 159円 0. 993％ 信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は15, 990円です。

（投 信 会 社） （77） （0. 480） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （77） （0. 480） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社） （5） （0. 033） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 6 0. 038
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション） （6） （0. 038）

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 23 0. 142 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用） （0） （0. 001） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用） （1） （0. 007） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） （21） （0. 134） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合　　　　 計 187 1. 172
（注 1）�当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便

法により算出した結果です。
（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）�各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）�組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

流　用

2
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iFree レバレッジ NASDAQ100
iFree レバレッジ NASDAQ100 iFree レバレッジ NASDAQ100

流　用

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 13％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
1. 13％

運用管理費用
（投信会社）
0. 48％

運用管理費用
（販売会社）
0. 48％

運用管理費用
（受託会社）
0. 03％

その他費用
0. 14％

3

3377_20201019_交_鈴_.indb   3 2020/11/30   16:30:33
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iFree レバレッジ NASDAQ100

■売買および取引の状況
（1）公　 社　 債

（２019年10月19日から２0２0年10月19日まで）
買 付 額 売 付 額

外 

国

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル

アメリカ 国債証券 ２9, 979 11, 499 
（ 500） 

（注 1 ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ２ ）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 3 ）単位未満は切捨て。

（2）親投資信託受益証券の設定・解約状況
（２019年10月19日から２0２0年10月19日まで）

設　　　　定 解　　　　約
口　 数 金　 額 口　 数 金　 額

ダイワ・マネー
ストック・
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

13, 87２, 866 13, 890, 000 ２, 896, 514 ２, 900, 000 

（注）単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
公　 社　 債

（２019年10月19日から２0２0年10月19日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　　柄 金　　 額 銘　　　　　　柄 金　　 額

千円 千円
U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  ２0２0/1２/31 ２, 06２, 400 U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  ２0２0/9/２4 687, 698 
U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  ２0２0/9/２4 699, 98２ U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  ２019/1２/２6 54, 766 
U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  ２0２0/3/２6 54, 558 U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  ２019/11/２9 54, 761 
U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  ２0２0/２/２7 54, 554 U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  ２0２0/２/２7 54, 708 
U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  ２0２0/5/２8 54, 498 U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  ２0２0/1/30 54, 5２3 
U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  ２0２0/6/２5 54, 401 U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  ２019/10/31 54, 4２0 
U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  ２0２0/4/30 54, 315 U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  ２0２0/3/２6 54, 414 
U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  ２0２0/1/30 54, ２0２ U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  ２0２0/7/30 53, 864 
U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  ２0２0/8/２7 53, 748 U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  ２0２0/8/２7 53, 858 
U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  ２0２0/7/30 53, 4２0 U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  ２0２0/5/２8 53, 763 

（注 1 ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ２ ）単位未満は切捨て。

■先物・オプション取引状況等
先物取引の銘柄別取引状況・残高状況

（２019年10月19日から２0２0年10月19日まで）

銘　　柄　　別 買　　　　建 売　　　　建 当　作　成　期　末　評　価　額
新規買付額 決　済　額 新規売付額 決　済　額 買　建　額 売　建　額 評 価 損 益

外 

国
株 

式
NASDAQ 100 
E-MINI（アメリカ）

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

15２, 703 94, 656 ― ― 65, 110 ― 3, 511 

（注）単位未満は切捨て。
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iFree レバレッジ NASDAQ100

■組入資産明細表
（1）外国（外貨建）公社債（通貨別）

作 成 期 当　　　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　　　末

区 分 額　面　金　額
評　　　価　　　額

組入比率
うちＢＢ格
以 下 組 入
比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額 5 年以上 ２ 年以上 ２ 年未満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
アメリカ 19, 500 19, 495 ２, 054, 841 6. 4 ― ― ― 6. 4 

（注 1 ）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 ２ ）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 3 ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注 4 ）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

（2）外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当　　　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　　　末

区 分 銘　　　　柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評　　　価　　　額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
％ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円

アメリカ U. S.  TREASURY BILL 国債証券 ― 19, 500 19, 495 ２, 054, 841 ２0２0/1２/31 
（注 1 ）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 ２ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

（3）親投資信託残高

種　　　　　類 期　　首 当　　期　　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ・マネーストック・
マザーファンド ２9, 943 11, 006, ２95 11, 018, 40２ 

（注）単位未満は切捨て。

■投信会社（自社）による当ファンドの設定・解約およ
び保有状況

当作成期首
保有額

当作成期中
設定額

当作成期中
解約額

当作成期末
保有額 取引の理由

百万円 百万円 百万円 百万円

300 ― 300 ― 当初設定時におけ
る取得とその処分

（注 1 ）金額は元本ベース。
（注 ２ ）単位未満切捨て。

■利害関係人との取引状況等
当作成期中における利害関係人との取引はありません。
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iFree レバレッジ NASDAQ100

■投資信託財産の構成
２0２0年10月19日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
公社債 ２, 054, 841 6. 1 
ダイワ・マネーストック・
マザーファンド 11, 018, 40２ 3２. 7 

コール・ローン等、その他 ２0, 651, 400 61. ２ 
投資信託財産総額 33, 7２4, 644 100. 0 

（注 1 ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ２ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、10月19日における邦貨換算レートは、 1 アメリカ・ドル＝
105. 40円です。

（注 3 ） 当期末における外貨建純資産（15, 594, 7２3千円）の投資信託財産総額
（33, 7２4, 644千円）に対する比率は、46. ２% です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
２0２0年10月19日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 51, 306, 519, 645円

コール・ローン等 7, 0２3, 948, 557  
公社債（評価額） ２, 054, 841, 553  
ダイワ・マネーストック・
マザーファンド（評価額） 11, 018, 40２, 073  

未収入金 19, 131, 691, 6２0  
差入委託証拠金 1２, 077, 635, 84２  

（Ｂ）負債 19, 112, 981, 204  
未払金 15, 59２, 611, ２98  
未払解約金 1, 385, 5２6, 333  
未払信託報酬 79, 10２, 914  
差入委託証拠金代用有価証券 ２, 055, 300, 000  
その他未払費用 440, 659  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 32, 193, 538, 441  
元本 13, 963, 454, 187  
次期繰越損益金 18, ２30, 084, ２54  

（Ｄ）受益権総口数 13, 963, 454, 187口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 23, 056円

＊ 期首における元本額は448, 5２8, 103円、当作成期間中における追加設定元本額は
２6, 407, 944, 513円、同解約元本額は1２, 893, 018, 4２9円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は２3, 056円です。

■損益の状況
当期  自 ２019年10月19日  至 ２0２0年10月19日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 700, 006円

受取利息 900, 464
その他収益金 636, 134
支払利息 △ 836, 59２

（Ｂ）有価証券売買損益 47, 171, 997
売買益 ２85, 705, 6２２
売買損 △ ２38, 533, 6２5

（Ｃ）先物取引等損益 4, 043, 153, 901
取引益 8, 5２２, 867, 750
取引損 △ 4, 479, 713, 849

（Ｄ）信託報酬等 △ 97, 430, 340
（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 3, 993, 595, 564
（Ｆ）前期繰越損益金 2, 269, 082
（Ｇ）追加信託差損益金 14, 234, 219, 608

（配当等相当額） （ 1, 70２, 1２4, 139）
（売買損益相当額） （ 1２, 53２, 095, 469）

（Ｈ）合計（Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） 18, 230, 084, 254
次期繰越損益金（Ｈ） 18, 230, 084, 254
追加信託差損益金 14, ２34, ２19, 608

（配当等相当額） （ 1, 70２, 1２4, 139）
（売買損益相当額） （ 1２, 53２, 095, 469）
分配準備積立金 3, 995, 864, 646

（注 1 ） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 ２ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3 ） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

（注 4 ） 投資信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために
要する費用：9, 354, 934円（未監査）

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益 680, 5２0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 3, 99２, 915, 044　
（ｃ）収益調整金 14, ２34, ２19, 608　
（ｄ）分配準備積立金 ２, ２69, 08２　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 18, ２30, 084, ２54　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 18, ２30, 084, ２54　
（ｈ）受益権総口数 13, 963, 454, 187口
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iFree レバレッジ NASDAQ100

《訂正のお知らせ》
　「iFree レバレッジ NASDAQ100」の運用報告書（全体版）（決算日2019年10月18日）につきまして、投信会社（自社）による当ファ
ンドの設定・解約および保有状況の記載に誤りがございました。
　お詫び申し上げますとともに訂正させていただきます。

訂正箇所および訂正内容：
運用報告書（全体版）　10ページ

■投信会社（自社）による当ファンドの設定・解約および保有状況において、下線部を訂正します。

＜誤＞
当作成期首

保有額
当作成期中

設定額
当作成期中

解約額
当作成期末

保有額 取引の理由
百万円 百万円 百万円 百万円

300 ― 300 ― 当初設定時におけ
る取得とその処分

＜正＞
当作成期首

保有額
当作成期中

設定額
当作成期中

解約額
当作成期末

保有額 取引の理由
百万円 百万円 百万円 百万円

300 ― ― 300 当初設定時におけ
る取得

《お知らせ》
■商号変更について
　大和証券投資信託委託株式会社は、2020年 4 月 1 日付で、商号を「大和アセットマネジメント株式会社」に変更いたしました。
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

■組入資産明細表
2020年10月19日現在、有価証券等の組み入れはありません。

＜補足情報＞
当ファンド（iFree レバレッジ NASDAQ100）が投資対象としている「ダイワ・マネーストック・マザーファン

ド」の決算日（２019年1２月 9 日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファンドの決算日（２0２0年10月
19日）現在におけるダイワ・マネーストック・マザーファンドの組入資産の内容等を掲載いたしました。

■ダイワ・マネーストック・マザーファンドの主要な売買銘柄
2019年10月19日～2020年10月19日における主要な売買銘柄はありません。
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1

大和証券投資信託委託株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ・マネーストック・マザーファンド

運用報告書　第10期（決算日　2019年12月９日）

（作成対象期間　2018年12月11日～2019年12月９日）

ダイワ・マネーストック・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 円建ての債券
株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

2

ダイワ・マネーストック・マザーファンド

■主要な売買銘柄
　公　社　債

（2018年12月11日から2019年12月９日まで）
当 期

買 付 売 付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
801 国庫短期証券 2019/3/18 250,003

（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率
円 ％ ％

(期首)2018年12月10日 10,022 － －
12月末 10,022 0.0 －

2019年１月末 10,021 △0.0 －
２月末 10,020 △0.0 －
３月末 10,020 △0.0 －
４月末 10,019 △0.0 －
５月末 10,018 △0.0 －
６月末 10,018 △0.0 －
７月末 10,017 △0.0 －
８月末 10,017 △0.0 －
９月末 10,016 △0.1 －
10月末 10,016 △0.1 －
11月末 10,015 △0.1 －

(期末)2019年12月９日 10,015 △0.1 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除

きます。
（注３）当ファンドは、安定した収益の確保をめざして安定運用を行っており、ベ

ンチマークおよび参考指数はありません。

■売買および取引の状況
　公　社　債

（2018年12月11日から2019年12月９日まで）
買 付 額 売 付 額

国
内

千円 千円
国債証券 250,003 －

(250,000)
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）(　 )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）単位未満は切捨て。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移

10,000

10,010

10,020

10,030

期　首
（2018.12.10）

期　末
（2019.12.９）

（円）

基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
　期首：10,022円　期末：10,015円　騰落率：△0.1％
【基準価額の主な変動要因】

　短期の国債やコール・ローン等の利回りがマイナス圏で推移したこ
となどから、基準価額は下落しました。
◆投資環境について
○国内短期金融市況

　当作成期を通じて、日銀は長短金利操作付き量的・質的金融緩和
を維持しました。この金融政策を背景に、国庫短期証券（３カ月
物）の利回りおよび無担保コール翌日物金利はマイナス圏で推移し
ました。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 －円
有価証券取引税 －
その他費用 1

（その他） （1）
合　　計 1

（注１）費用の項目および算出法については前掲の「１万口当りの費用の明細」の
項目の概要をご参照ください。

（注２）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等に
よる運用を行う方針です。
◆ポートフォリオについて

　流動性と資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等に
よる運用を行いました。
◆ベンチマークとの差異について

　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等によ
る運用を行う方針です。
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■資産、負債、元本および基準価額の状況
2019年12月９日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 103,888,808,252円

コール・ローン等 103,888,808,252
(Ｂ) 負債 200,442,764

未払解約金 200,000,000
その他未払費用 442,764

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 103,688,365,488
元本 103,532,314,258
次期繰越損益金 156,051,230

(Ｄ) 受益権総口数 103,532,314,258口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,015円

＊期首における元本額は40,969,233,796円、当作成期間中における追加設定元本
額は198,584,973,661円、同解約元本額は136,021,893,199円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ロボッ
ト・テクノロジー関連株ファンド　－ロボテック－947,268円、ダイワ／ミレー
アセット・インド株式ファンド　－インドの匠－29,910,270円、ワールド・
フィンテック革命ファンド（為替ヘッジあり）998円、ワールド・フィンテック
革命ファンド（為替ヘッジなし）998円、新興国ソブリン・豪ドルファンド（毎
月決算型）999円、新興国ソブリン・ブラジルレアルファンド（毎月決算型）
999円、新興国ソブリン・ファンド（為替ヘッジあり／毎月決算型）999円、Ｕ
Ｓ短期ハイ・イールド社債ファンド（為替ヘッジあり／毎月決算型）102,434円、
ロボット・テクノロジー関連株ファンド　－ロボテック－（為替ヘッジあり）
39,849円、ロボット・テクノロジー関連株ファンド（年１回決算型）　－ロボ
テック（年１回）－（為替ヘッジあり）3,985円、iFreeレバレッジ　Ｓ＆Ｐ
500　995,814円、iFreeレバレッジＮＡＳＤＡＱ100　29,943,109円、米国
４資産リスク分散ファンド（年２回決算型）658,945円、ダイワ上場投信－日経
平均レバレッジ・インデックス3,526,781,327円、ダイワ上場投信－日経平均
ダブルインバース・インデックス6,932,995,956円、ダイワ上場投信－ＴＯＰ
ＩＸレバレッジ（２倍）指数1,154,855,756円、ダイワ上場投信－ＴＯＰＩＸ
ダブルインバース（－２倍）指数1,136,478,065円、ダイワ上場投信－日経平
均インバース・インデックス46,620,451,844円、ダイワ上場投信－ＴＯＰＩＸ
インバース（－１倍）指数10,870,537,799円、ダイワ上場投信－ＪＰＸ日経
400レバレッジ・インデックス413,400,603円、ダイワ上場投信－ＪＰＸ日経
400インバース・インデックス811,328,174円、ダイワ上場投信－ＪＰＸ日経
400ダブルインバース・インデックス401,731,588円、ダイワ米国投資法人債
ファンド（為替ヘッジあり）2016－07　997円、ダイワ米国投資法人債ファン
ド（部分為替ヘッジあり）2016－07　997円、ダイワ米国投資法人債ファンド
（為替ヘッジあり）2017－06　997円、ダイワ米国投資法人債ファンド（部分
為替ヘッジあり）2017－06　997円、ダイワ米国投資法人債ファンド（為替
ヘッジあり）2016－10　997円、ダイワ米国投資法人債ファンド（部分為替
ヘッジあり）2016－10　997円、先進国トータルリターン戦略ファンド（リス
ク抑制型／適格機関投資家専用）6,289,387,976円、ダイワ日本株式ベア・
ファンド（適格機関投資家専用）10,596,789,950円、低リスク型アロケーショ
ンファンド（金利トレンド判断付き／適格機関投資家専用）179,433,743円、
ダイワ日本国債15－20年ラダー型ファンド・マネーポートフォリオ　－ＳＬト

■投資信託財産の構成
2019年12月９日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

コール・ローン等、その他 103,888,808 100.0
投資信託財産総額 103,888,808 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

レード－186,241,301円、ダイワ／モルガン・スタンレー新興４カ国不動産関
連ファンド－成長の槌音（つちおと）－5,020,480円、ダイワ／ハリス世界厳選
株ファンド・マネー・ポートフォリオ339,840,055円、ダイワ・アセアン内需
関連株ファンド・マネー・ポートフォリオ8,383,335円、低リスク型アロケー
ションファンド（適格機関投資家専用）13,958,125,625円、通貨選択型ダイワ
／ミレーアセット・グローバル・グレートコンシューマー株式ファンドⅡ　豪ド
ル・コース（毎月分配型）595,106円、通貨選択型ダイワ／ミレーアセット・グ
ローバル・グレートコンシューマー株式ファンドⅡ　ブラジル・レアル・コース
（毎月分配型）987,373円、通貨選択型ダイワ／ミレーアセット・グローバル・
グレートコンシューマー株式ファンドⅡ　通貨セレクト・コース（毎月分配型）
494,581円、ダイワＵＳ短期ハイ・イールド社債ファンド（為替ヘッジあり／年
１回決算型）9,957円、ダイワ米国バンクローン・オープン（為替ヘッジあり）
997円、ダイワ米国バンクローン・オープン（為替ヘッジなし）997円、ダイワ
新グローバル・ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジあり）997円、ダイワ新
グローバル・ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジなし）997円、ダイワ／ミ
レーアセット亜細亜株式ファンド9,958,176円、＜奇数月定額払出型＞ダイワ先
進国リートα　為替ヘッジあり49,806円、＜奇数月定額払出型＞ダイワ先進国
リートα　為替ヘッジなし49,806円、通貨選択型ダイワ／ミレーアセット・グ
ローバル好配当株α（毎月分配型）米ドル・コース1,989,053円、通貨選択型ダ
イワ／ミレーアセット・グローバル好配当株α（毎月分配型）ブラジル・レア
ル・コース2,978,118円、通貨選択型ダイワ／ミレーアセット・グローバル好配
当株α（毎月分配型）通貨セレクト・コース1,691,241円、ロボット・テクノロ
ジー関連株ファンド（年１回決算型）　－ロボテック（年１回）－100,588円、
ダイワ先進国リートα　為替ヘッジあり（毎月分配型）399,083円、ダイワ先進
国リートα　為替ヘッジなし（毎月分配型）99,771円、通貨選択型ダイワ先進
国リートα　円ヘッジコース（毎月分配型）399,083円、通貨選択型ダイワ先進
国リートα　通貨セレクトコース（毎月分配型）99,771円、ダイワ／ミレーア
セット・グローバル・グレートコンシューマー株式ファンド（為替ヘッジあり）
1,091,429円、ダイワ／ミレーアセット・グローバル・グレートコンシューマー
株式ファンド（為替ヘッジなし）315,004円、ダイワ／ミレーアセット・アジ
ア・セクターリーダー株ファンド10,009,811円、ダイワ日本株ストラテジーα
（通貨選択型）　－ジャパン・トリプルリターンズ－　日本円・コース（毎月分
配型）398,764円、ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）　－ジャパン・
トリプルリターンズ－　豪ドル・コース（毎月分配型）99,691円、ダイワ日本
株ストラテジーα（通貨選択型）　－ジャパン・トリプルリターンズ－　ブラジ
ル・レアル・コース（毎月分配型）398,764円、ダイワ日本株ストラテジーα
（通貨選択型）　－ジャパン・トリプルリターンズ－　米ドル・コース（毎月分
配型）398,764円、ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）　－ジャパン・
トリプルリターンズ－通貨セレクト・コース（毎月分配型）1,993,820円、通貨
選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイⅡ－　予想分配金提示型　日
本円・コース300,273円、通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルア
イⅡ－　予想分配金提示型　豪ドル・コース200,861円、通貨選択型ダイワ米国
厳選株ファンド　－イーグルアイⅡ－　予想分配金提示型　ブラジル・レアル・
コース300,273円、通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド－イーグルアイⅡ－　
予想分配金提示型　米ドル・コース1,999,177円、通貨選択型ダイワ米国厳選株
ファンド　－イーグルアイⅡ－　予想分配金提示型　通貨セレクト・コース
505,900円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10,015円です。

■組入資産明細表

当作成期末における有価証券等の組み入れはありません。
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■損益の状況
当期　自2018年12月11日　至2019年12月９日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △ 46,990,800円

受取利息 413,173
支払利息 △ 47,403,973

(Ｂ) その他費用 △ 10,190,474
(Ｃ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △ 57,181,274
(Ｄ) 前期繰越損益金 90,073,869
(Ｅ) 解約差損益金 △254,373,622
(Ｆ) 追加信託差損益金 377,532,257
(Ｇ) 合計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 156,051,230

次期繰越損益金(Ｇ) 156,051,230
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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